
 

 
 

【菊池市 御所通りとは】 菊池一族によって整備され、本城守山城の城下町として 

栄えた菊池市隈府の中心の通り 

「隈
くま

本
もと

（熊本）の府→隈府」 

 

加藤清正によって熊本の中心が現在の熊本市内に遷されたあとも、その歴史的背景や、日田方面へ

の交通の要衝としての地理的条件もあって、在町として経済活動が許され、門前町、宿場町、商人

町などの性格を併せ持った県北有数の拠点都市として近現代まで繁栄を続けてきた。 

しかし近年は… 

・空き店舗の増加 

・住民の高齢化 

・御所通りに正門を構える 

 菊池高校の生徒の減少 

 

・・・賑わいが薄れている 

歴史を生かして活性化！ 

中心市街地が限界集落に？ 

 

歴史散策マップの整備 

・AR を利用した歴史案内 

・スマート・ライフ・ステイ 

健康づくりウォーキング 

フットパスコース 

 

～歩く人に優しい 

環境づくり～ 

・住民意識の向上 

・歩道、休憩所の整備 

菊池高校の文化祭を御所通りで！ 

～へそまがり署～ 

川口・髙見・田代・開田 

～地域が学校を育て、学校が地域を育てる～ 

・生徒と地域の方々のコミュニケーション 

・自分たちの学校がある場所の歴史を学ぶ 


